
川内川子ども環境ネットワーク２００９ 第７回全体発表会

豊かな体験を通して学ぶ総合的な学習の時間のカリキュラム
「水と緑の海田東小ものがたり」活動事例紹介について
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著作：授業技術実践シリーズ９（国土社） 生活科 人とのかかわりを大切にする指導

平成１ ５ 年Ｐ Ｉ Ｓ Ａ 調査から端を発した児童の「理科離れ」が心配されています。

その背景には、教師の理科離れがあることが各種調査で明らかにされました。
平成２ ０ 年３ 月に告示された学習指導要領では「科学的な思考力・表現力の育成を図る観点から、
学年や発達の段階，指導内容に応じて、例えば，観察・実験の結果を整理し考察する学習活動、

科学的な概念を使用して考えたり説明したりする学習活動、探究的な学習活動を充実する方向で改善する。」
と記されています。

海田東小では、これを学校の課題ととられ、校長・教頭を中心とする各担当者でつくるプロジェクトチーム

を立ち上げ、教師自らがこの課題に対し仮説を立て校内研究をおこなっているところです。
地域の自然環境の中での豊かな体験を通して学ぶ総合的な学習の時間のカリキュラム
「水と緑の海田東小ものがたり」を開発し、実施することにより、

体験から規則性を学び、科学的に整理すると論理ができあがるという理科という教科の特性を
生かして、言語を介在させ、思考力を育成し表現させる授業づくりをH19年度より学級を基盤に行っています。

H21年度は、「ESDで育む論理と思考～理科・生活・
総合的な学習の授業づくりを通して～」をテーマに、
① 「水と緑の海田東小ものがたり」に、理科・生活科・総合的な学習の

時間の指導内容とかかわらせ、エネルギー・環境教育の視点に立ち、
実感を伴った体験を繰り返すことによって、問題解決能力や論理的
思考力を育成できるか？
②理科・生活科・総合的な学習の時間において、
エネルギー・環境教育と関連づけた指導を行い、言語技術を導入
すれば，自らのことばで論理をつくれるか？
を研究仮説として取り組んでいるところです。

また、この「水と緑の海田東小ものがたり」を学校文化として定着させる
ことも目標としています。
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